国 語 科 学 習 指 導 案
平成２１年１１月１９日（木）　　第１校時

２年１組　　　　　　　　
· 目指す言語能力

片仮名で書く言葉の種類を理解して読んだり書いたりする。



Ⅰ　題材名　　「かたかなで書くことば」

Ⅱ　目標

· どんな言葉を片仮名で書くかを知り、文や文章で使う。　　　　　【言語事項】
· 片仮名の仲間分けや片仮名調べに、進んで取り組もうとしている。【関心・意欲・態度】
· 片仮名で書く言葉の種類を理解し読んでいる。　　　　　　　　　【読む】
· 自分で調べた片仮名を４つの分類に照らし合わせ書いている。　　【書く】
· 自分で調べた片仮名を、分かりやすく発表している。　　　　　　【話す・聞く】
Ⅲ　児童の実態　　　略
【関心・意欲・態度】

【書く】

【話す・聞く】
【言語事項】

Ⅳ　指導計画（全３時間　　　　本時は１／３）
	時間
	主な学習活動
	
　

	１本時

教室
	○片仮名の仲間分けをする。

○片仮名調べの計画を立てる。
	· ４つの分類それぞれに、色を当てはめ、説明していく。




· ひとりひとりの目的意識を高めるために、調べる片仮名の種類ごとに色分けした、「図書室調べカード」を配布する。

	２

図書室
	○片仮名の４つの種類について確認する。

○片仮名調べをする。
	· 前時の復習（片仮名の４種類）をしっかり確認してから、調べる活動へと進ませる。

· 調べた片仮名のまとめ方や次時間の発表の仕方の提示を導入時に行う。

· 図書室のテーブルごとに色の旗を立て、グループで協力してまとめさせる。




	３

教室
	○調べたことを発表する。

○片仮名をつかった文を作る。
	· グループごとに、調べた片仮名を発表させる。


· 発表のあった片仮名の中から、教師が３つ選び、その３つを使った文を考えさせる。数問行う。





Ⅴ　本時の学習

１　ねらい
片仮名で書く四種類の言葉を理解できる。

２　準備

教師：例文ボード（発泡スチロール板に貼っておく）、教科書拡大コピー、ワークシート拡大コピー、旗
　「図書室調べカード」　　

児童：教科書、ワークシート、色鉛筆
３　展開

	学習活動
	時間
	指導上の留意点・支援　評価項目

	· 例文から片仮名をさがす。

· 片仮名の仲間分けをする。


1 どうぶつのなき声（赤）
2 いろいろなものの音（青）

3 外国の国・土地・人の名（黄）
4 外国から来たことば（緑）

	２０
	· すべての分類に当てはまる片仮名が含まれている例文を考えておき、提示する。
· 片仮名の部分は、その部分が取り外しできるようにしておき、片仮名を単語としてイメージ化できるようにしておく。

· 児童の意見を用いて、片仮名を移動させながら、仲間分け（４つの分類）していく。

· ４つより細かく分類するような意見が出たときは、教師が４つになるように合わせてしまう。

· ４つの分類それぞれに、色を当てはめ、黒板に提示していく。　　　　　（ワークシート拡大コピー上）



	· ワークシートに書き写す


	
	· ワークシートを配布し、書き写させる。その時、４つの種類と４色を意識させる言葉掛けを行う。

· 教室全体を静かにさせ、基礎内容を覚えるための集中力を高めるようにする。

· 理解が遅れがちな児童には、机間巡視時に個別指導を行う。




	· 教科書に書かれている片仮名を仲間分けし、ワークシートにまとめる。


	１０
	· 児童の興味を持続させるために、全員読み、グループ読み、一人読みなど工夫していく。
· 定着を図るために、教科書の片仮名に、色鉛筆で分類ごとに４色のサイドラインを引かせてからワークシートに書かせていく。



	· いろいろな片仮名をさがす方法を考える。

· ４種類に分担した片仮名を調べるためには、どんな本が適しているか考える。


· 分担を決める。
１種類ごとに２グループ

計　８グループ
· 次の時間の学習を確認する。
	１５
	· いろいろな意見が出たときは、「片仮名がたくさんある」という観点から図書室の本を利用することを伝える。

· 「家で調べる」「家の人に聞く」などの意見に対しては、宿題にする予定であることを伝える。

· 次時以降の「調べる活動」に対する意欲化を図るために、児童の意見をできるだけ尊重し、名前カードを意見の横に貼り認めるようにする。

　　　　《予想される意見》　
・なき声（赤）…図鑑

・音（青）…物語、絵本
・国・土地・人（黄）…地図、国旗の本、伝記

・外国から来たことば…外国の本、本の索引
· 意見を発表した児童を中心に、教師が分担していく。

· ひとりひとりの目的意識を高めるために、調べる片仮名の種類ごとに色分けした、「図書室調べカード」を配布する。
· グループの気を高めるために、４本の色の旗を提示する。



「かたかな」をなかま分けしてみましょう。





「４しゅるいのかたかな」は、図書室のどんな本をつかえば、見つけられますか。１つ１つについて考えましょう。





片仮名４種類それぞれに、違った色を当てはめた手立ては、片仮名で書く言葉の種類を理解させるのに有効であったか。


「図書室調べカード」を配布したことは、図書室へ目的意識を持って行くことに有効であったか。


（本年度研修関連）





授業の視点





片仮名で書く言葉の種類を理解して書いている。


　　　　　　　　　　　　（教科書・ワークシート）





片仮名の仲間分けに、進んで取り組もうとしている。


（観察・発言・ワークシート）【関心・意欲・態度】








　評価項目（方法）





指導上の留意点・支援　　





どんな言葉を片仮名で書くかを理解している。


（発言・ワークシート）【言語事項】





片仮名で書く言葉の種類を理解して読んでいる。


（教科書サイドライン）【読む】








自分で調べた片仮名を４つの分類に照らし合わせて、書いている。　　　　　　　　　　　　（まとめカード）【書く】





片仮名で書く言葉の種類を理解して読んでいる。　　　　（観察）【読む】





片仮名調べに、進んで取り組もうとしている。


（観察・まとめカード）【関心・意欲・態度】








どんな言葉を片仮名で書くかを理解している。（発言・ワークシート）


　　　　　　　　　　　　【言語事項】





自分で調べた片仮名を、分かりやすく発表している。


（発表）【話す・聞く】








どんな言葉を片仮名で書くかを理解している。（発言・ワークシート）


　　　　　　　　　　　　【言語事項】





片仮名を文や文章で使う。　　　　　


（ワークシート・発表）【言語事項】








